
 
 
 
 
 

 

○グループで話し合おう！ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
ｊ 
 
 
 
 

令和５年度 第５回共同機構研修会 令和５年７月２８日（金） 

講師 大林 照明  佛教大学特任教授 

 大林先生は，京都市架け橋会議委員及びコーディネーターであり、実際の取組からお話をしてくださ

ったので、自分だったら今から何ができるだろうかと、イメージを膨らませながら、聞くことができま

した。また、グループ討議の時間もたくさんあり、他校種の先生方の考えに触れ、互いの違いや共通点

を考えることができました。グループで考えることを通して、より大林先生のお話も理解しやすくな

り、一人一人が新しい発見をしたり、やってみようと気持ちを後押しされたりする研修でした。 

幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿 

 子どもの姿を元に話し合う
ことで、見えてくることがあ
る。そうすると、児童・幼児
の理解が進む。そして、連携
をどうしていくか、少し見え
てくるでしょう。 
実現するため、共通の視点

があるといいですね。 

おてて絵本（両手を本に見立て、物語を作り上げていく親子
遊び。絵本作家サトシン（本名：佐藤 伸）が提唱されている
即興で創作する「親子あそび」）を用いて。 

 10 の姿の 1 つを選んでエピソードをつくり、
おてて絵本にしてグループで発表し合おう。1
つのエピソードの中に、10 の姿がいくつか包
含されていることに気づくはず。 

知識や道徳性等 10 の姿は、様々に関連しな
がら日頃の遊びや生活を通して、子どもたち
の中に芽生える。グループで話すことで、た
くさんの芽生えに気づけたでしょう。小学校
の授業や生活でも同じことが言えると思う。 



○大林先生より 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 グループの先生との対話や、やりとりの回数が増えると、思いを表現する気持ちが高まりました。

先生同士の距離が近づくことで、楽しい気持ちが膨らみました。連携でも活用していきたいです。 

＜連携にむけて＞ 
○組織的な取組へ 
「チーム架け橋」“チーム架け橋”を誕生させる まずは！知り合いましょう！これだけの先生がいる！ 
「架け橋コーナー」“チーム架け橋”で架け橋コーナーをつくる 見える化 
   （掲示は、園も小学校もかかわりのあるものがいい。生活の分かるもの・クイズ形式にするのも楽しい） 
「小学校会場の交流会の開催」“チーム架け橋” 幼保小連携・接続主任による企画  

校長先生のリーダーシップで！ 年 1回から すぐに声をかけあえる関係になれるように！ 
○保育・指導の取組へ 
「学年・クラス、わたしのお気に入りの場所」 場所が変わって環境・友達関係が変化 「きっかけ」に！ 

・認知力 ・自己コントロール力（制御能力）の育成・安心と人間関係 
「毎日の発見」オノマトペを使って 再現したりするなど、経験と知識をつなぐ言語活動 
「経験を疑似的体験に置き換える」これまでに経験したことを、疑似的経験に置き換えて、操作する。 

経験をたくさん積んでおくことが、小学校の疑似的な経験に置き換えるときに役に立つ 
 

 

具体的に幼保小連携・接続の何から

始めていけばよいのかのヒントを

得られました。ぜひとも近隣の小学

校の先生方と共有したいです。 

小学校の先生とも交流させて頂いたり、ロール

プレイがあったりと、色々な方法で子どもの育

ちの見方を学ぶことができました。今後の幼保

小接続の取組に返していけたらと思います。 

 架け橋期にはまず幼保小でお互いのことを知るということが 

スタートの第一歩だと思いました。 

今回の研修には、小学校からの参加が多く、全てのグループが就学前施設と小学校の先生方で

話し合うことができました。御参加された皆さんがとても楽しそうに討議をされている姿がとて

も印象的でした。 

顔を見合わせながら話をすることの大切さを改めて感じ、様々な場所で架け橋が架かっていく

お手伝いをできたら嬉しいと改めて考えることができました。皆様、ありがとうございました。 

＜参加された方からは・・・＞ 

 
本日はありがとうございました。保幼小連携、架け橋プログラムについて、どこか難し

いと感じていましたが、グループ協議等しながら楽しく学ばせていただくことができま

した。学んだことを生かしていきたいと思います。 

 左の図がカリキュラム作成
イメージ。まずは、着目しや
すい行事をどうしていったら
いいかを考えることが，分り
やすい。「10 の姿」を手掛か
りにして接続期を考える。 
交流体験でも幼稚園側のね

らいも含め、一緒に中身を考
えていく。どう育てていこう
かということを共に考えてい
くための架け橋期のカリキュ
ラムなのです。 

 おてて絵本｢10 の姿」を作る時、戸惑いましたが、保育園・幼稚園

の先生方の話を伺い、子どもたちの姿がよくわかりました。 


